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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに並列に電気的に接続した、複数の電気供給機素群であって、前記各電気供給機素
群は、互いに直列に電気的に接続した複数の電気供給機素を含み、前記各電気供給機素は
、２個の集電体および２つの活物質層と、前記活物質層の間に浸透している電解質系と、
前記２個の集電体の端の間に配置され、前記２個の集電体を密着させてこれらの間の前記
電解質系を封止する封止層と、を含み、前記各電気供給機素は独立した、密封された完全
なモジュールとして機能し、独立して電力を発生でき、前記各電気供給機素の前記電解質
系はこれらの間で循環しないことを特徴とし、電荷移動が、電気化学反応なしに、隣接す
る前記電気供給機素間で発生することを特徴とし、前記電気供給機素群の前記各電気供給
機素は、前記集電体を介して隣接する電気供給機素の集電体に直接接触し、直列に電気接
続を形成し、前記電気供給機素群の最も外側の前記集電体は、隣接する前記電気供給機素
群の最も外側の前記集電体に直接接触し、並列に電気接続を形成する、複数の電気供給機
素群と、
　前記複数の電気供給機素群を収容するパックケースと、を含む、
　複合バッテリーセル。
【請求項２】
　前記電解質系はゲル電解質、液体電解質、固体電解質、又はこれらの組み合わせである
ことを特徴とする、請求項１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項３】
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　前記電気供給機素は、前記２つの活物質層の間に配置されるセパレータを含むことを特
徴とする、請求項１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項４】
　前記電気供給機素群内で、最も外側の２個の電気供給機素の外側の集電体のみが、それ
ぞれ電極タブを含むことを特徴とする、請求項１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項５】
　前記各電気供給機素群と同じ極性を有する電極タブが導電性リードに接続していること
を特徴とする、請求項４に記載の複合バッテリーセル。
【請求項６】
　前記導電性リードは延在して前記パックケースから露出することを特徴とする、請求項
５に記載の複合バッテリーセル。
【請求項７】
　前記導電性リードに接続し、前記パックケース内でパッケージ化されたプリント回路基
板（ＰＣＢ）モジュールを更に含む、請求項５に記載の複合バッテリーセル。
【請求項８】
　前記電気供給機素は、異なる極性を有する前記集電体を介して前記隣接する電気供給機
素の前記集電体に直接接続し、直列の電気接続を形成することを特徴とする、請求項１に
記載の複合バッテリーセル。
【請求項９】
　前記電気供給機素の前記封止層は、２個の変性シリコーン層、及びこれらの間に配置さ
れたシリコーン層を含むことを特徴とする、請求項１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１０】
　前記パックケースはポリマーフィルム、アルミホイル、又は金属缶であることを特徴と
する、請求項１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１１】
　互いに直列に電気的に接続した、複数の電気供給機素群であって、前記各電気供給機素
群は、互いに並列に電気的に接続した複数の電気供給機素を含み、前記各電気供給機素は
、２個の集電体および２つの活物質層と、前記活物質層の間に浸透している電解質系と、
前記２個の集電体の端の間に配置され、前記２個の集電体を密着させてこれらの間の前記
電解質系を封止する封止層と、を含み、前記各電気供給機素は独立した、密封された完全
なモジュールとして機能し、独立して電力を発生でき、前記各電気供給機素の前記電解質
系はこれらの間で循環しないことを特徴とし、電荷移動が、電気化学反応なしに、隣接す
る前記電気供給機素間で発生することを特徴とし、前記電気供給機素群の前記各電気供給
機素は、前記集電体を介して隣接する電気供給機素の集電体に直接接触し、並列に電気接
続を形成し、前記電気供給機素群の最も外側の電気供給機素は、隣接する電気供給機素群
の前記最も外側の集電体に直接接触し、直列に電気接続を形成する、複数の電気供給機素
群と、
　前記複数の電気供給機素群を収容するパックケースと、を含む、
　複合バッテリーセル。
【請求項１２】
　前記電解質系はゲル電解質、液体電解質、固体電解質、又はこれらの組み合わせである
ことを特徴とする、請求項１１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１３】
　前記電気供給機素は、前記２つの活物質層の間に配置されるセパレータを含むことを特
徴とする、請求項１１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１４】
　前記各電気供給機素の前記集電体は、それぞれ電極タブを含むことを特徴とする、請求
項１１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１５】
　前記電気供給機素群の前記電気供給機素と同じ極性を有する前記電極タブを接続して、
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並列の電気接続を形成することを特徴とする、請求項１４に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１６】
　最も外側の２個の電気供給機素群の前記電極タブが導電性リードに接続されていること
を特徴とする、請求項１４に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１７】
　前記導電性リードは延在して前記パックケースから露出することを特徴とする、請求項
１６に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１８】
　前記導電性リードに接続し、前記パックケース内でパッケージ化されたプリント回路基
板（ＰＣＢ）モジュールを更に含む、請求項１６に記載の複合バッテリーセル。
【請求項１９】
　前記電気供給機素群は、異なる極性を有する前記集電体を介して接続し、直列の電気接
続を形成することを特徴とする、請求項１１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項２０】
　前記電気供給機素の前記封止層は、２個の変性シリコーン層、及びこれらの間に配置さ
れたシリコーン層を含むことを特徴とする、請求項１１に記載の複合バッテリーセル。
【請求項２１】
　前記パックケースはポリマーフィルム、アルミホイル、又は金属缶であることを特徴と
する、請求項１１に記載の複合バッテリーセル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリーセル、特に、バッテリーセルのパッケージ内で直列接続及び並列
接続の両方が作製され、高容量及び高電圧を達成する、独立したモジュール式電気供給機
素により形成された複合バッテリーセルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、大気汚染の増加及び地球温暖化に伴い、電気自動車が、既存の可燃性燃料自動車
に取って代わり、環境に有害な二酸化炭素の影響を低減することについて、大きな期待が
持たれている。現在、バッテリーシステムは依然として、純粋な電気自動車における重要
なポイントである。電気自動車用のバッテリーシステムは、互いに直列、並列、又はこれ
らの組み合わせで接続された複数のバッテリーセルにより形成され、電気自動車に必要な
容量及び電圧を達成する。
【０００３】
　最も一般的な実践である図１Ａ及び１Ｂを参照する。複数のバッテリー機素７１が互い
に並列に接続している。次に、ケース７２を使用してバッテリー機素７１を包み、バッテ
リーセル７３を形成する。ケース７２から露出している導電性リード７４を使用して、外
部で直列に接続されるようにすることで、十分高い電圧を達成し、電気自動車用のバッテ
リーシステム７５が形成される。代替の方法は、ケース７２を使用して複数のバッテリー
機素７１を収容することである。電解質がケース７２内に充填されている。
　図２Ａ及び２Ｂを参照する。バッテリー機素７１は互いに、内部で直列に接続して電圧
を増加させる。次に、導電性リード７４を使用して外部で並列に接続して十分な容量を達
成し、電気自動車用のバッテリーシステム７７を形成する。しかし、電解質の許容される
最大電圧は通常、わずか５Ｖである。内部で直列接続することにより、電圧は増加する。
そして、内部構造及び配置が原因で、電界の分布は均一ではない。電圧が許容される最大
電圧を上回ると、電解質の分解が発生し、バッテリーシステム７７が故障する。より深刻
には、電解質の分解がバッテリーシステム７７の爆発を引き起こす場合がある。それ故、
市場には同様の製品が存在しない。
【０００４】
　米国特許出願第２００４／００９１７７１号は、２個の隣接するセルにより使用される
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ことで双極型バッテリーを形成し、電解質分解の問題を克服する一般的な集電体を提供す
る。この設計では、一般的な集電体と直列に接続するために、柔軟性が失われている。こ
の集電体は、直列の内部接続でのみ適用できる。また、複数の双極型バッテリーを並列に
接続して、組み立てられたバッテリーシステムを形成するために、外部接続が必要である
。
【０００５】
　上述の方法に関係なく、バッテリーセルの構造上の問題、及び内部バッテリーユニット
により、集電体は制限されている。バッテリーセル内で並列接続が適合される場合、十分
な電圧を達成してバッテリーシステムを形成するためには、直列の外部接続が必要である
。また、バッテリーセル内で直列接続が適合される場合、十分な高用量を達成してバッテ
リーシステムを形成するためには、並列の外部接続が必要である。外部接続には通常、ワ
イヤボンディング、金属リード、又は金属棒を使用し、これらはバッテリーシステムの抵
抗を増加させ、性能を低下させる可能性があり、かつ信頼度及び安全性が低下する。更に
、外部接続により空間が占有されることで、容積エネルギー密度が低下する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、前述の欠点を克服する複合バッテリーセルを提供することである。直
列接続及び並列接続の両方をバッテリーセルのパッケージ内に作製し、高容量及び高電圧
を達成する。それ故、外部接続により引き起こされる、低性能及び低下した容積エネルギ
ー密度などの従来のバッテリーシステムの欠点を取り除ける。
【０００７】
　また、本発明の別の目的は、電気供給機素で構成される複合バッテリーセルを提供する
ことである。電荷移動は、電気化学反応なしに隣接する電気供給機素間で発生する。複合
バッテリーセルは互いに直列及び並列の両方で電気的に接続した電気供給機素により、形
成できる。それ故、電解質系の許容される最大電圧に制限されることなく高電圧が達成さ
れ、容積エネルギー密度及び電圧が増加する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した内容を実施するために、本発明は、複数の電気供給機素群を含む複合バッテリ
ーセルについて開示している。電気供給機素群は互いに並列／直列に接続され、パックケ
ースで包まれて複合バッテリーセルを形成する。各電気供給機素群は、互いに直列／並列
に接続した、複数の電気供給機素により形成される。そして、電気供給機素は、１つのセ
パレータ、２個の活物質層、２個の集電体、電解質系、及び１個の封止層を含む。
　活物質層はそれぞれセパレータの２つの側面に配置され、集電体はそれぞれ活物質層の
外側に配置される。電解質系が活物質層内に浸透し、封止層が２個の集電体の端の間に配
置されることで、２個の集電体が密着し、これらの間で電解質系を密封する。各電気供給
機素は独立したモジュールであり、電解質系はこれらの間で循環しない。隣接する電気供
給機素間での電気化学反応は存在せず、電荷の移動のみが存在する。それ故、電解質系の
許容される最大電圧に制限されることなく、直列接続及び並列接続の両方をバッテリーセ
ルのパッケージ内で作製できる。
【０００９】
　他方、電気供給機素は互いに集電体を介して接続され、電気供給機素群は互いに集電体
を介して接続される。接触部は、ワイヤボンディングなどの従来の方法の接触部よりもは
るかに大きい。それ故、バッテリーセルの内部抵抗が大きく減少する。バッテリーセルの
性能の喪失はほとんど無視できるため、バッテリーセルの性能は低下しないと考えられる
。
　また、内部抵抗が非常に低いため、優れた充放電速度効率、及び少ない熱発生が達成さ
れる。それ故、熱放散のメカニズムを簡略化できる。全システムは容易に管理及び制御で
き、信頼性及び安全性が改善される。
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【００１０】
　本発明の適応性の更なる範囲が、以降の詳細の説明から明らかとなろう。しかし、本発
明の趣旨及び範囲内での種々の変化及び変更が、この詳細の説明より当業者には明らかと
なるため、詳細の説明及び具体的な実施例は、本発明の好ましい実施形態を示しているも
のの、実例としてのみもたらされていることと理解されなければならない。
【００１１】
　本発明は、本明細書の以下に記載される、ただ例示としての詳細の説明によってより完
全に理解され、それ故、本発明を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１Ａ】従来のバッテリーセル及びバッテリーシステムの第１の実施形態を示す図であ
る。
【図１Ｂ】従来のバッテリーセル及びバッテリーシステムの第１の実施形態を示す図であ
る。
【図２Ａ】従来のバッテリーセル及びバッテリーシステムの第２の実施形態を示す図であ
る。
【図２Ｂ】従来のバッテリーセル及びバッテリーシステムの第２の実施形態を示す図であ
る。
【図３】本発明の複合バッテリーセルの電気供給機素の横断面を示す図である。
【図４】本発明の複合バッテリーセルの電気供給機素の封止層の、別の実施形態の横断面
を示す図である。
【図５Ａ】本発明の複合バッテリーセルの電気供給機素群の第１の実施形態を示す図であ
る。
【図５Ｂ】本発明の複合バッテリーセルの電気供給機素群の第２の実施形態を示す図であ
る。
【図６Ａ】本発明の複合バッテリーセルの第１の実施形態を示す図である。
【図６Ｂ】本発明の複合バッテリーセルの第２の実施形態を示す図である。
【図７】ＰＣＢモジュールに接続した、本発明の複合バッテリーセルを示す図である。
【図８Ａ】ＰＣＢモジュールをパックケースに統合した、本発明の複合バッテリーセルの
第１の実施形態を示す斜視図である。
【図８Ｂ】ＰＣＢモジュールをパックケースに統合した、本発明の複合バッテリーセルの
第２の実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、互いに並列又は直列に電気的に接続した複数の電気供給機素群を含む、複合
バッテリーセルを提供する。各電気供給機素群は、互いに直列又は並列に電気的に接続し
た複数の電気供給機素を含む。それ故、直列接続及び並列接続の両方をバッテリーセルの
パッケージ内に作製する。このバッテリーセルは、パッケージ内で直列接続又は並列接続
のいずれかのみを作製し、バッテリーセルの外側に並列接続又は直列接続を作製して必要
なバッテリーシステムを形成する、従来のバッテリーセルとは極めて異なる。更に、本発
明の電気供給機素は独立したモジュールとして機能する。そして、各電気供給機素の電解
質系は、これらの間で循環しない。
【００１４】
　図３は、本発明の複合バッテリーセルの電気供給機素の横断画面を示す。本発明の電気
供給機素１０は、セパレータ１１、２個の活物質層１２、１３、２個の集電体１４、１５
、電解質系、及び封止層１６を含む。
　セパレータ１１の材料としては、ポリマー、セラミックス、又はガラス繊維が挙げられ
る。また、セパレータ１１は、イオンの移動を可能にする孔を有する。孔はスルーホール
、アントホール、又は多孔質材料により形成され、セラミック製の絶縁材料が更に充填さ
れていてよい。セラミック製の絶縁材料としては、ナノメートル及びマイクロメートルス
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ケールのＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２の微粒子、又はアルキル化が挙げられる。孔は
更にポリマー接着剤で充填されてよく、ポリマー接着剤としては、ポリフッ化ビニリデン
（ＰＶＤＦ）、ポリフッ化ビニリデンｃｏ－ヘキサフルオロプロピレン（ＰＶＤＦ－ＨＦ
Ｐ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、アクリル酸糊、エポキシ樹脂、ポリエ
チレンオキシド（ＰＥＯ）、ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ）、及びポリイミド（ＰＩ）
があり得る。
【００１５】
　活物質層１２、１３はそれぞれ、セパレータ１１の２つの側面に配置され、電解質系が
これらの中に浸透する。電解質系は、固体電解質、液体電解質、ゲル電解質、又はこれら
の組み合わせである。それ故、化学エネルギーが電気エネルギーに転化し、放電し、電気
エネルギーが化学エネルギーに転化し、充電する、というプロセスを実施できる。イオン
の移動及び輸送が達成される。
　電荷は、それぞれ活物質層１２、１３の外側に配置された集電体１４、１５を通して運
搬される。集電体１４、１５の材料は、銅（Ｃｕ）、アルミニウム（Ａｌ）、又はニッケ
ル（Ｎｉ）、スズ（Ｓｎ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、又は前述の金属の少なくとも１種
からなる合金である。
【００１６】
　封止層１６の材料としては、エポキシ、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ
）、ポリウレタン（ＰＵ）、熱可塑性ポリイミド（ＴＰＩ）、シリコーン、アクリル樹脂
、及び／又は紫外線硬化性接着剤が挙げられる。封止層１６を２個の集電体１４、１５の
端の間に配置して２個の集電体１４、１５を密着させ、これらの間の電解質系を封止して
漏洩を避けて、隣接する電気供給機素１０間での循環を防止する。それ故、電気供給機素
１０は独立した、密封された完全なモジュールとして機能し、独立して電力を発生できる
。
【００１７】
　封止層１６の接着性を高めるために、封止層１６は、２個の変性シリコーン層１６１、
１６２、及び２個の変性シリコーン層１６１、１６２の間に配置されたシリコーン層１６
３を含んでよい。変性シリコーン層１６１、１６２は、縮合型シリコーンと付加型シリコ
ーンの割合を調節することで、異なる材料、即ち集電体１４、１５の材料及びシリコーン
層１６３の接着性を高めることにより変性できる。それ故、集電体１４、１５と封止層１
６の界面間での接着性が高まる。全体の外観がより完全になり、製造歩留りが改善される
。また、封止層１６がシリコーン製であるため、湿気を外側から遮断でき、極性溶媒及び
錯化剤を内側から遮断して、パッケージの構造をより完全にできる。
【００１８】
　電気供給機素群は、互いに電気的に接続した、複数の電気供給機素１０を含む。本発明
の複合バッテリーセルの電気供給機素群の第１の実施形態を示す図５Ａを参照のこと。
【００１９】
　電気供給機素群２１は、互いに直列で電気的に接続した、複数の電気供給機素１０を含
む。電気供給機素１０の最外層が集電体１４、１５であるため、隣接する電気供給機素は
、集電体１４、１５が直接接触する、例えば重なり合うことで、電気接続を形成できる。
異なる極性を有する集電体１４、１５を接触させて、直列の電気的接続を形成する。例え
ば、図５Ａに示すように、集電体１４が正極集電体であり、集電体１５が負極集電体であ
る場合、最外電気供給機素１０の集電体１５は、隣の電気供給機素１０の集電体１４に直
接接触できる。
　また、この電気供給機素１０の集電体１５は、隣の電気供給機素１０の集電体１４に、
順次直接接触できる。それ故、電気供給機素１０が互いに直列に電気的に接続した電気供
給機素群２１が形成される。電気供給機素１０は独立したモジュールとして機能する。各
電気供給機素１０の電解質系は、これらの間で循環しない。それ故、電荷移動は、電気化
学反応なしに、即ち、イオン移動及び輸送なしに、隣接する電気供給機素の集電体１４、
１５の間で発生する。直列に接続されている電気供給機素１０により引き起こされる高電
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圧は、個々の電気供給機素１０内の電解質系に影響を及ぼさない。電解質系の電圧影響は
、電気供給機素１０内の個々の電圧のみである。したがって、電気供給機素群２１を、互
いに直列に電気的に接続した電気供給機素１０により形成して、通常５Ｖである電解質系
の許容される最大電圧により制限されることなく、高電圧を達成できる。
【００２０】
　次いで、電気供給機素１０が互いに直列に電気的に接続した電気供給機素群２１を互い
に接続して、以下に詳述する複合バッテリーセル又は外部接続を形成できる。最も外側の
電気供給機素１０の外側集電体１４、１５はそれぞれ、電極タブ１４１、１５１を含む。
すなわち、図５Ａに示すように、最上部の電気供給機素１０の集電体１４は電極タブ１４
１を有し、最下部の電気供給機素１０の集電体１５は電極タブ１４５を有する。他の集電
体は、電極タブを含んでいなくてよい。
【００２１】
　図６Ａを参照する。複合バッテリーセル３１が、図５Ａに示す電気供給機素群２１によ
り形成される。電気供給機素１０が互いに直列に電気的に接続した電気供給機素群２１な
ので、本実施形態の複合バッテリーセル３１は、並列に電気的に接続した複数の電気供給
機素群２１を含む。すなわち、電気供給機素群２１は交互に表を向くように、そして裏を
向くようにひっくり返して積層される。最も外側の電気供給機素１０の集電体１４、１５
は直接接触して電気的接続がなされ、電気供給機素群２１と同じ極性の電極タブ１４１、
１５１が、対応する導電性リード５１に接続している。
　パックケース５０を使用して、電気供給機素群２１を収容する。パックケース５０は、
短絡を防ぐためのポリマーフィルムであってよい。また、パックケース５０はアルミホイ
ル又は金属缶であってよい。パッケージ化した後、導電性リード５１は延在してパックケ
ース５０から露出する（図７を参照）。プリント回路基板（ＰＣＢ）モジュール６０を使
用して、管理及び供給のために導電性リード５１に接続できる。パックケース５０の形状
及び形態を示す。他の異なる形態（例えばバッグ又は箱）もまた適用可能である。
【００２２】
　したがって、複合バッテリーセル３１のパッケージであるパックケース５０内に直列接
続及び並列接続の両方を作製して、高容量及び高電圧を達成する。必要なバッテリーシス
テムを形成するにあたってパッケージ内に直列接続のみを作製でき、バッテリーセルの外
に並列接続を作製する、図２Ａおよび図２Ｂに示した従来のバッテリーセルとは極めて異
なる。他方、本発明の複合バッテリーセル３１はほぼ、従来のバッテリーシステムとして
も機能できる。しかし、外部接続が取り外されるために、占有空間が減少し、容積エネル
ギー密度が増加する。更に、管理も便利である。
【００２３】
　本発明の複合バッテリーセルの電気供給機素群の第２の実施形態を示す図５Ｂを参照さ
れたい。電気供給機素群２２は、互いに並列に電気的に接続した、複数の電気供給機素１
０を含む。電気供給機素１０の最外層が集電体１４、１５であるため、隣接する電気供給
機素が、集電体１４、１５の直接接触により電気接続を形成できる。電気供給機素１０の
各集電体１４、１５は、それぞれ電極タブ１４１、１５１を含む。電気供給機素群２２の
電気供給機素１０と同じ極性を有する電極タブ１４１、１５１を接続して、折り畳んで接
触又は溶接することにより、並列の電気接続を形成する。
　例えば、図５Ｂに示すように、集電体１４が正極集電体であり、集電体１５が負極集電
体である場合、最も外側の電気供給機素１０の集電体１５は、隣の電気供給機素１０の集
電体１５に直接接触できる。また、この電気供給機素１０の集電体１４は、隣の電気供給
機素１０の集電体１４に、順次直接接触できる。次に、電極タブ１４１、１５１を使用し
て並列の電気的接続を形成する。電気供給機素１０は独立したモジュールとして機能する
。各電気供給機素１０の電解質系は、これらの間で循環しない。それ故、電荷移動は、電
気化学反応なしに、即ち、イオン移動及び輸送なしに、隣接する電気供給機素の集電体１
４、１５の間で発生する。
【００２４】
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　更に、図６Ｂを参照する。複合バッテリーセル３２が、図５Ｂに示す電気供給機素群２
２により形成される。電気供給機素１０が互いに並列に電気的に接続した電気供給機素群
２２のために、本実施形態の複合バッテリーセル３２は、直列に電気的に接続されている
複数の電気供給機素群２２を含む。すなわち、電気供給機素群２２は同一方向に積層され
ている。最も外側の電気供給機素１０の集電体１４、１５は、異なる極性で直接接続され
、電気的接続がなされる。
　パックケース５０を使用して、電気供給機素群２２を収容する。パックケース５０は、
短絡を防ぐためのポリマーフィルムであってよい。また、パックケース５０はアルミホイ
ル又は金属缶であってよい。各電気供給機素群２２の電極タブ１４１、１５１を折り畳ん
で接触させ、隣接する電気供給機素群２２と同じ極性の集電体１４、１５に電気的に接続
する。最も外側の電気供給機素群２２の、１セットの電極タブ１４１、１５１のみが、導
電性リード５１と接続を維持している。パッケージ化した後、導電性リード５１は延在し
てパックケース５０から露出する（図７を参照）。したがって、複合バッテリーセル３２
のパッケージであるパックケース５０内に直列接続及び並列接続の両方を作製して、高容
量及び高電圧を達成する。
　必要なバッテリーシステムを形成するにあたってパッケージ内で並列接続のみを作製で
き、バッテリーセルの外に直列接続を作製する、図１Ａ及び１Ｂに示した従来のバッテリ
ーセルとは極めて異なる。他方、本発明の複合バッテリーセル３２はほぼ、従来のバッテ
リーシステムとしても機能できる。しかし、外部接続が取り外されるために、占有空間が
減少し、容積エネルギー密度が増加する。更に、管理も便利である。
【００２５】
　また、便利な使用のために、図８Ａ及び８Ｂに示すように、ＰＣＢモジュール６０をパ
ックケース５０内にパッケージ化してよい。外部のＰＣＢモジュール６０は、複合バッテ
リーセル３１、３２のために必ずしも必要ではない。これは使用に便利であり、設計が柔
軟である。
【００２６】
　したがって、本発明の複合バッテリーセルは、電気供給機素群を形成する直列／並列に
接続されている複数の電気供給機素を含む。電気供給機素群は並列／直列で接続されてパ
ッケージ化され、高容量及び高電圧のバッテリーセルを形成する。直列接続及び並列接続
の両方がバッテリーセルのパッケージ内で作製されるため、直列、並列、又はこれらの組
み合わせで接続された従来のバッテリーセルの外部接続は必ずしも必要ではない。それ故
、外部接続が原因となる抵抗は増加しない。放電特性が改善され、信頼性及び安全性が著
しく改善される。
【００２７】
　更に、電気供給機素が独立したモジュールとして機能するため、各電気供給機素の電解
質系はこれらの間で循環しない。それ故、電荷移動は、電気化学反応なしに、即ち、イオ
ン移動及び輸送なしに、隣接する電気供給機素間で発生する。
　高電圧に起因する電解質の分解は発生せず、安全性が改善される。また、電気供給機素
群は、電気供給機素の集電体の直接接続により形成される。構造全体における抵抗は非常
に少なく、優れた充放電速度効率、及び少ない熱移動が達成される。それ故、熱放散のメ
カニズムを簡略化できる。全システムの管理及び制御は簡単である。
【００２８】
　以上のような本発明の記載から、本発明が様々な方法で変化可能であることが明らかで
あろう。そのような変化は、本発明の趣旨及び範囲を逸脱するものとはみなされるべきで
はなく、当業者に明らかであろうそのような全ての変更は、以下の特許請求の範囲の範囲
内に含まれることが意図される。
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